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き
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
有
効
活
用

す
る
た
め
に
は
、
平
成
27
年
度
中

に
供
用
開
始
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
 

●
財
　
源
 

  
有
利
な
合
併
特
例
債
を
活
用

す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
 

 　
財
源
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例

債
20
億
円
を
有
効
活
用
す
る
ほ
か
、

庁
舎
整
備
基
金
と
し
て
、
建
設
ま

で
に
20
億
円
を
積
み
立
て
る
と
と

も
に
、
地
域
振
興
基
金
か
ら
10
億

円
を
充
当
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
も
運
営
可
能
な
水
準
を
維

持
す
る
よ
う
に
す
べ
き
と
さ
れ
ま

し
た
。
 

●
既
存
施
設
の
利
活
用
 

  
行
政
改
革
の
観
点
も
十
分
踏

ま
え
、
施
設
に
応
じ
た
あ
り

方
を
検
討
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
。
 

 　
国
分
寺
・
石
橋
・
南
河
内
の
３

庁
舎
と
水
道
・
下
水
道
庁
舎
は
、

財
政
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
、
解

体
も
含
め
売
払
い
や
貸
付
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
検
討
し
て
い

く
も
の
の
、
市
民
課
の
窓
口
機
能

は
、
隣
接
の
施
設
に
併
設
す
る
な

ど
、
そ
の
機
能
を
維
持
し
、
公
民

館
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
は
、

基
本
的
に
現
在
の
機
能
を
維
持
し

て
い
く
が
、
行
政
改
革
の
観
点
も

踏
ま
え
た
中
で
、
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
と

さ
れ
ま
し
た
。
 

●
庁
舎
建
設
位
置（
候
補
地
） 

  
下
野
市
の
将
来
を
見
据
え
た

新
庁
舎
は
、
自
治
医
大
駅
西

側
に
建
設
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
。
 

 　
新
庁
舎
の
建
設
位
置（
候
補
地
）

に
つ
い
て
は
、
次
の
4
つ
の
パ
タ
ー

ン
か
ら
検
討
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

 ①
事
業
費
節
減
の
た
め
市
有
地
を

活
用
す
る
。
 

②
現
庁
舎
に
隣
接
す
る
新
た
な
用

地
を
取
得
す
る
。
 

③
合
併
協
議
で
決
定
さ
れ
た
２
候

補
地
の
い
ず
れ
か
に
建
設
す
る
。
 

④
前
記
以
外
に
建
設
す
る
。
 

 　
ま
ず
、
委
員
会
で
は
4
パ
タ
ー

ン
か
ら
考
え
得
る
候
補
地
と
し
て

8
か
所
を
候
補
地
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。
 

 〇
自
治
医
大
北
側
県
有
地
 

〇
国
道
4
号
線
西
側
 

〇
自
治
医
大
駅
西
側
 

〇
旧
石
橋
中
学
校
 

〇
南
河
内
庁
舎
 

〇
市
街
化
区
域
内
の
公
園
 

〇
ふ
れ
あ
い
館
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
予
定
地
 

〇
国
分
寺
庁
舎
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候
補
地
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選
定
 

 　
8
箇
所
の
比
較
検
討
の
結
果
、

ま
ず
、
市
街
化
区
域
内
の
公
園
は
、

公
園
を
庁
舎
用
地
に
転
用
し
た
場

合
、
近
接
地
に
同
規
模
の
公
園
を

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
、
現
実
的
に
は
近
接
地
に
新

た
に
公
園
用
地
を
求
め
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
予
定
地
は
市
の
東
部

に
位
置
し
、
中
心
部
か
ら
も
遠
方

に
あ
る
た
め
候
補
地
と
し
て
は
不

適
切
と
判
断
さ
れ
、
候
補
地
か
ら

除
外
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
次
の
6
候
補
地
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
か
ら
Ｆ
候

補
地
と
し
て
、
再
度
、
現
地
視
察

を
行
い
、
候
補
地
の
周
辺
環
境
や

ア
ク
セ
ス
状
況
な
ど
確
認
し
な
が

ら
検
討
し
ま
し
た
。
 

 （
Ａ
候
補
地
）
自
治
医
大
北
側
県
有
地
 

（
Ｂ
候
補
地
）
国
道
4
号
線
西
側
 

（
Ｃ
候
補
地
）
自
治
医
大
駅
西
側
 

（
Ｄ
候
補
地
）
旧
石
橋
中
学
校
 

（
Ｅ
候
補
地
）
南
河
内
庁
舎
 

（
Ｆ
候
補
地
）
国
分
寺
庁
舎
 

 4
候
補
地
の
選
定
 

 　
次
に
、
庁
舎
整
備
の
概
算
費
用
、

都
市
計
画
法
や
農
地
法
に
も
と
づ

く
法
手
続
き
な
ど
の
諸
課
題
を
整

理
し
、
引
き
続
き
検
討
を
加
え
た

結
果
、
Ｄ
候
補
地
の
旧
石
橋
中
学

校
と
Ｅ
候
補
地
の
南
河
内
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
と
も
に
市
有
地
で
事

業
費
の
軽
減
を
図
れ
る
候
補
地
で

は
あ
る
も
の
の
、
2
候
補
地
と
も

市
の
人
口
重
心
点
・
地
理
的
中
心

点
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
や
、

特
に
Ｄ
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
住

宅
地
区
内
に
あ
り
周
辺
道
路
の
ア

ク
セ
ス
性
に
課
題
が
あ
る
た
め
候

補
地
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
。
 

 3
候
補
地
の
選
定
 

 　
Ｂ
候
補
地
の
国
道
4
号
線
西
側

は
、
合
併
協
議
で
候
補
地
と
し
て

決
定
さ
れ
た
候
補
地
の
一
つ
で
、

合
併
協
議
会
で
の
協
議
結
果
を
最

大
限
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
19

年
1
月
に
改
正
都
市
計
画
法
が
施

行
さ
れ
、
合
併
特
例
債
の
活
用
を

前
提
と
し
た
場
合
は
、
法
手
続
に

相
当
な
期
間
を
要
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
、
平
成
27
年
度
の
合
併
特

例
債
の
適
用
期
限
内
に
建
設
す
る

の
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
候
補
地
か
ら
除
外
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
た
だ
し
、
合
併
特
例
債
の
活
用

を
前
提
と
し
な
い
場
合
に
は
建
設

候
補
地
と
な
り
得
る
も
の
の
、
委

員
会
と
し
て
庁
舎
建
設
に
は
有
利

な
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
の
判
断
で
あ
る

た
め
、
建
設
候
補
地
か
ら
除
外
す

る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
Ｂ
候
補
地
に
比
較
的
近

い
国
道
3
5
2
号
線
周
辺
地
も
候

補
地
と
し
て
は
ど
う
か
と
一
部
の

委
員
か
ら
意
見
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
委
員
会
と
し
て
、
新

た
な
候
補
地
と
し
て
追
加
す
る
と

い
う
合
意
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
最
終
的
に
次

の
3
候
補
地
か
ら
新
庁
舎
の
建
設

位
置
（
候
補
地
）
を
選
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 【
Ａ
候
補
地
】自
治
医
大
北
側
県
有
地
 

【
Ｃ
候
補
地
】自
治
医
大
駅
西
側
 

【
Ｆ
候
補
地
】国
分
寺
庁
舎
 


